
文
の
成
分
① （ 

 

）
組
（ 

 

）
番 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

・五
つ
の
文
の
成
分
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
！ 

・主
語
・述
語
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！ 

 

◎
文
の
成
分
と
は
…
文
節
は
文
を
区
切
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節
は
、「
何
が
」

「
ど
う
す
る
」「
ど
の
よ
う
に
」
な
ど
の
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
文
を
組
み
立
て
る
は
た
ら
き
を
も
っ
た
部
分
を
「
文

の
成
分
」
と
い
う
。 

◎
五
つ
の
文
の
成
分
…
（ 

 
 

）
語
・（ 

 
 

）
語
・（ 

 
 

）
語
・（ 

 
 

）
語
・

（ 
 
 

）
語 

 

主
語
・述
語
を
学
ぼ
う 

 

○
大
く
ん
が 

歌
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

何
が
（
は
） 

―
― 
ど
う
す
る 

○
増
田
は 

お
も
し
ろ
い
。 

 
 
 
 
 

何
が
（
は
） 

―
― 
ど
ん
な
だ 

○
中
村
は 

委
員
長
だ
。 

 
 
 
 
 
 

何
が
（
は
） 

―
― 

何
だ 

○
学
く
ん
が 

い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 

何
が
（
は
） 

―
― 

い
る
・
あ
る
（
な
い
） 

 

◎
（ 

 
 
 
 

）
…
「
何
（
誰
）
が
」
に
あ
た
る
文
節 

◎
（ 

 
 
 
 

）
…
「
ど
う
す
る
」「
ど
ん
な
だ
」「
何
だ
」「
い
る
・
あ
る
」
に
あ
た
る

文
節 

◎
主
語
と
述
語
の
関
係
を
（ 

 
 
 
 
 

）
の
関
係
と
い
う
。 

 

問
題
１ 

次
の
各
文
の
、
主
語
と
述
語
は
何
で
す
か
。 

① 

花
が 

咲
く
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

② 

お
金
が 

あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

③ 

私
は 

昨
日 

口
裂
け
女
に 

会
っ
た
。
主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

④ 

イ
チ
ロ
ー
は 

す
ば
ら
し
い 

野
球
選
手
だ
。 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

 



 
問
題
２ 

次
の
各
文
の
、
主
語
は
何
で
す
か
。 

① 

木
村
拓
哉
と 

同
じ 

事
務
所
に 

僕
も 

所
属
す
る
。 

主
語
（ 

 
 
 

 
 

） 

② 

総
理
大
臣
に
は 

君
こ
そ 

適
任
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 

） 

③ 

テ
ス
ト
で 
百
点
を 

と
る 

く
ら
い 

私
だ
っ
て 

で
き
る
。 

 

主
語
（ 

 
 
 
 
 

） 

※
主
語
は
「
～
は
」「
～
が
」
の
形
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。 

 

問
題
３ 

次
の
各
文
の
、
主
語
と
述
語
は
何
で
す
か
。 

① 

僕
は 

サ
ッ
カ
ー
が 

好
き
だ
。 

 
 

 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

② 

彼
女
が 

飼
っ
て 

い
る 

犬
は 
な
か
な
か 

か
わ
い
い
。 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

③ 

北
海
道
で
は 

雪
さ
え 

降
っ
た
。 

 
 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 

 
 
 
 

） 

④ 

昨
日 

母
は 

ハ
ニ
カ
ミ
王
子
が 

買
い
物
を 
す
る
の
を 

見
た
。 

主
語
（ 

 
 
 
 

）
述
語
（ 
 
 
 
 

） 

※
主
語
・
述
語
の
見
つ
け
方 

・
ま
ず
、
述
語
を
見
つ
け
る
。 

・
次
に
、
そ
の
述
語
に
対
し
て
「
何
が
」
に
あ
た
る
も
の
を
探
す
。 

 

昨
日
は 

部
屋
も 

き
れ
い
だ
っ
た
。
→
「
き
れ
い
だ
っ
た
」
の
は
何
？ 

 

問
題
４ 

次
の
各
文
の
、
主
語
と
述
語
は
何
で
す
か
。
た
だ
し
、
主
語
や
述
語
が
無
い
場

合
は
（ 

 

）
内
に×

を
書
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

法
律
の 

勉
強
を 

し
た
い
と 

思
う
。 

 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

② 

あ
っ
、 

あ
そ
こ
に 

人
が
。 

 
 
 
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

③ 

昨
日 

先
生
に 

ほ
め
ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 

主
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

述
語
（ 

 
 
 
 
 
 

） 

 

※
前
後
の
関
係
や
、
そ
の
場
の
状
況
な
ど
か
ら
、
話
の
内
容
が
わ
か
る
と
き
、
文
の
成
分

を
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。
特
に
会
話
文
で
は
、
省
略
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

 



文
の
成
分
② （ 

 

）
組
（ 

 

）
番 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

・五
つ
の
文
の
成
分
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
！ 

・修
飾
語
・接
続
語
・独
立
語
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！ 

 

修
飾
語
を
学
ぼ
う 

 

◎
「
ど
ん
な
」
も
の
で
あ
る
の
か
、「
ど
の
よ
う
に
」
す
る
の
か
（
な
る
の
か
）
を
詳
し
く

述
べ
る
こ
と
を
、（ 

 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

◎
下
の
語
を
詳
し
く
説
明
す
る
ほ
う
の
文
節
を
（ 

 
 
 
 

）
と
い
い
、
説
明
さ
れ
る

ほ
う
の
文
節
を
（ 

 
 

 
 

 
）
と
い
う
。
そ
し
て
、
両
者
の
関
係
を

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

）
の
関
係
と
い
う
。 

◎
修
飾
さ
れ
る
文
節
（
被
修
飾
語
）
が
体
言
〈
も
の
の
名
前
〉
を
含
ん
で
い
れ
ば

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

◎
修
飾
さ
れ
る
文
節
（
被
修
飾
語
）
が
用
言
〈
動
き
・
様
子
〉
を
含
ん
で
い
れ
ば

（ 
 
 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 

問
題
１ 

次
の
各
文
の
―
―
線
部
の
文
節
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
文
節
に
波
線
を
引

き
ま
し
ょ
う
。 

① 

大
き
な 

絵
を 

壁
に 

か
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

② 

ゆ
っ
く
り
と 

彼
女
は 

歩
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

③ 

公
園
の 

白
い 

ベ
ン
チ
で 

待
っ
て 

く
だ
さ
い
。 

 

④ 

私
は 

昨
日 

友
だ
ち
と 

日
光
へ 

ハ
イ
キ
ン
グ
に 

出
か
け
た
。 

 

問
題
２ 

次
の
各
文
で
、
修
飾
語
に
は
―
―
線
を
、
被
修
飾
語
に
は
―
―
線
を
つ
け
な
ま

し
ょ
う
。 

① 

山 

の 

頂 

上 

が 

見 

え 

る
。 

② 

突 

然 

車 

が 

止 

ま 

っ 

た
。 

③ 

僕 

は 

旅 

行 

に 

は 

行 

か 

な 

い
。 

④ 

赤 

い 

夕 

日 

が 

輝 

く
。 

⑤ 

湖 

は 

か 

な 

り 

深 

そ 

う 

だ
。 

⑥ 

こ 

れ 

は 

彼 

女 

の 

本 

で 

す
。 



問
題
３ 

各
文
の
修
飾
語
の
種
類
は
何
で
す
か
。
連
体
修
飾
語
な
ら
Ａ
、
連
用
修
飾
語
な

ら
Ｂ
と
（ 

 

）
に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

山 
の 

頂 

上 

が 

見 

え 

る
。 

 
 
 
 

（ 
 

） 

② 

突 

然 
車 

が 

止 

ま 

っ 

た
。 

 
 
 
 

（ 
 

） 

③ 

僕 

は 
旅 
行 

に 

は 

行 

か 

な 

い
。 

（ 
 

） 

④ 

赤 

い 

夕 
日 

が 

輝 

く
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 

） 

⑤ 

湖 

は 

か 

な 
り 

深 

そ 

う 

だ
。 

 
 

（ 
 

） 

⑥ 

こ 

れ 

は 

彼 

女 
の 

本 

で 

す
。 

 
 

（ 
 

） 

 

接
続
語
を
学
ぼ
う 

 

◎
原
因
・
理
由
や
条
件
を
説
明
し
て
あ
と
の
部
分
に
つ
な
が
る
文
節
を
（ 

 
 
 
 

）

と
い
う
。 

◎
接
続
語
と
そ
れ
を
受
け
る
文
節
と
の
関
係
を
（ 

 
 
 
 

）
の
関
係
と
い
う
。 

 

問
題
４ 

次
の
各
文
か
ら
接
続
語
を
探
し
、
―
―
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

春
が
来
た
。
だ
か
ら
、
あ
た
た
か
く
な
っ
て
き
た
。 

 

② 

高
い
か
ら
遠
く
が
よ
く
見
え
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

③ 

疲
れ
て
、
と
て
も
眠
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

④ 

青
ま
た
は
緑
の
絵
の
具
が
ほ
し
い
。 

 
 
 
 
 

 

⑤ 

間
に
合
い
そ
う
だ
か
ら
走
っ
て
き
た
。 

 
 
 
 

 

 

独
立
語
を
学
ぼ
う 

 

◎
文
中
の
他
の
文
節
と
直
接
結
び
つ
き
が
な
く
、
比
較
し
て
独
立
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る

文
節
を
（ 

 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 

問
題
５ 

次
の
各
文
か
ら
独
立
語
を
探
し
、
―
―
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

① 

先
生
、
質
問
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 

② 

平
和
、
そ
れ
は
人
類
の
願
い
だ
。 

 
 
 
 
 
 

 

③ 

も
し
も
し
、
山
田
さ
ん
の
お
宅
で
す
か
。 

 
 
 

 

④ 

よ
う
、
元
気
だ
っ
た
か
い
。 

 
 
 
 
 
 

 

⑤ 

八
月
十
五
日
、
こ
の
日
を
忘
れ
な
い
。 

 
 
 
 

 



文
の
成
分
③ 

（ 
 

）
組
（ 

 

）
番 

氏
名
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

・文
の
成
分
同
士
の
関
係
を
学
ぼ
う
！
（六
つ
の
関
係
を
覚
え
る
） 

・連
文
節
を
学
ぼ
う
！ 

 

 

六
つ
の
関
係
を
学
ぼ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
語 

 

述
語 

１ 

主
述
の
関
係 

花
が 

 
咲
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
（
だ
れ
）
が 
― 

ど
う
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
（
だ
れ
）
が 
― 
ど
ん
な
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
（
だ
れ
）
が 

― 
何
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

何
（
だ
れ
）
が 

― 

あ
る
（
な
い
）。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修
飾
語 

被
修
飾
語
（
体
言
） 

２ 

連
体
修
飾
の
関
係 

赤
い 

 

花
が 

咲
い
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修
飾
語 

 

被
修
飾
語
（
用
言
） 

３ 

連
用
修
飾
の
関
係 

花
が 

き
れ
い
に 

咲
い
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

４ 

並
立
の
関
係 

猫
と 

犬
が 

い
る
。 

 
 

二
つ
以
上
の
文
節
が
対
等
に
並
ん
で
い
る
関
係 

 
 

他
の
文
節
と
対
等
に
並
ん
で
結
び
つ
く
文
節
を
並
立
語
と
い
う
。 

 
 

並
立
の
関
係
に
あ
る
文
節
同
士
は
、
全
体
で
一
つ
の
文
の
成
分
に
な
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

接
続
語
の
働
き 

５ 

接
続
の
関
係 

 

春
だ
が
、 

寒
い
。 

 
 

接
続
語
（
接
続
す
る
語
句
）
と
そ
れ
を
受
け
る
文
節
と
の
関
係 

 

６ 

補
助
の
関
係 

花
が 

咲
い
て 

い
る
。 

 
 

上
の
文
節
が
主
な
意
味
を
表
し
、
下
の
文
節
が
そ
れ
を
補
う
関
係 

 
 

下
の
文
節
は
、
本
来
の
意
味
を
失
っ
て
い
る
。 

 
 

「
～
て
…
…
」
の
形
に
な
っ
て
い
る
。「
～
く
な
い
」
も
あ
る
。 



問
題
１ 

次
の
―
―
線
の
文
節
同
士
は
、
ど
ん
な
関
係
で
結
び
つ
い
て
い
ま
す
か
。 

① 
大
き
な 

月
が 

出
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

雨
や 
風
が 

強
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

③ 

風
が 
強
い
の
で 

怖
い
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④ 

私
た
ち
は 
中
学
生
で 

あ
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤ 

学
校
を 

風
邪
だ
か
ら 

休
む
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥ 

赤
い 

バ
ラ
が 
咲
い
た
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑦ 

今
日
か 

明
日
に
で
も 
う
か
が
い
ま
す
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧ 

白
い 

犬
が 

激
し
く 
ほ
え
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑨ 

事
件
の 

内
容
を 

聞
い
て 
み
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩ 

今
夜
の 

テ
レ
ビ
は 

お
も
し
ろ
い
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

連
文
節
を
学
ぼ
う 

 

◎
二
つ
以
上
の
文
節
が
ひ
と
ま
と
ま
り
に
な
っ
て
、
主
語
や
述
語
な
ど
と
同
じ
は
た
ら
き

を
す
る
も
の
を
（ 

 
 
 
 
 
 

）
と
い
う
。 

◎
主
語
・
述
語
・
修
飾
語
・
接
続
語
・
独
立
語
の
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、

（ 
 
 

）・（ 
 
 

）・（ 
 
 
 

）・（ 
 
 
 

）・（ 
 
 
 

）
と
い
う
。 

 

問
題
２ 

次
の
―
―
線
部
は
ど
ん
な
文
の
成
分
で
す
か
。 

① 

秋
の 

風
が 

山
か
ら 

吹
い
て 

く
る
。 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

② 

め
ざ
す 

山
の 

頂
上
は
、
も
う 

そ
こ
に 

見
え
て 

い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 

） 

③ 

あ
の 

木
の 

枝
に 

小
鳥
が 

止
ま
っ
て 

い
る
。 

 

（ 
 
 
 
 
 

 
 

） 

④ 

あ
な
た
が 

行
け
ば
、
私
も 

い
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤ 

あ
の 

少
年
は 

ほ
が
ら
か
で 

親
切
だ
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥ 

展
望
台
に 

立
っ
て
、
眼
下
に 

広
が
る 

風
景
を 

眺
め
る
。（ 

 
 
 
 
 
 

） 

⑦ 

努
力
す
る 

こ
と
、
そ
れ
が 

一
番 

大
切
だ
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧ 

そ
こ
に 

い
る 

人
、
園
内
は 

禁
煙
で
す
よ
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑨ 

子
ど
も
の 

笑
い 

声
が 

隣
か
ら 

聞
こ
え
て 

く
る
。（ 

 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩ 

山
の 

頂
上
の 

近
く
に 

 

花
畑
が 

広
が
っ
て 

い
る
。（ 

 
 
 
 
 
 

） 


